
　一般行政報告並びに教育行政報告、一般会
計補正予算などを審議しました。

第2回定例会 2ペ
ー
ジ

2019年8月
第78号

　暮らしのあんしんセンター木
梁のひび割れと対策について質
問した他、��名の議員が一般質
問を行いました。

鵜野議員の一般質問 4ペ
ー
ジ

　議会においてタブレット端末や議場を映す
カメラの導入がなされ、ペーパーレスでの議
論と一階へのリモート中継が本格化しました。

デジタル化はじまる 10ペ
ー
ジ

　　　　·一般質問のその後を追う
　　　　　質問者 高田議員
 「介護施設の再編成が必要ではないのか」

シリーズ検証 8
第�� 弾

ペ
ー
ジ
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第86号
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令和令和33年年
第第22回�定例会回�定例会

66月月1717〜〜1818日日

　
町
長
の
一
般
行
政
報
告
お
よ

び
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告
の

後
、
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

主　

な　

議　

案

◎
条
例
の
改
正

•
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

•
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◎
専
決
処
分
の
承
認

　
令
和
２
年
度
末
の
事
業
確
定

に
よ
る
補
正
予
算
の
専
決
処
分

を
承
認
し
ま
し
た
。

︿
主
な
内
容
﹀　

•
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金

 

４
６
５
万
円

•
子
育
て
支
援
費

 

１
５
５
万
円

•
教
員
住
宅
管
理
費

 

６
３
９
万
円

•
化
石
レ
プ
リ
カ
工
房
費

 

２
７
２
万
円

　
　

ヌ
マ
タ
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
の

復
元
骨
格
レ
プ
リ
カ
製
作
を

専
門
業
者
に
依
頼
す
る
た
め

の
費
用

•
農
業
振
興
基
金
費
（
農
産
加

工
場
売
り
払
い
収
入
）

 

３
３
３
４
万
円

　
　

農
産
加
工
場
が
今
年
度
か

ら
民
間
企
業
の
指
定
管
理
に

移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
製

品
や
資
材
の
在
庫
を
整
理
し

た
こ
と
に
よ
る
収
入
で
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計

•
総
務
管
理
費

 
１
３
１
２
万
円
増

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

•
広
域
連
合
納
付
金

 

１
２
６
万
円
増

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

 

３
３
４
２
万
円
増

◎
繰く

り

越こ
し

明め
い

許き
ょ

費ひ

の
報
告
　

•
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

 

１
０
０
万
円

•
学
校
教
育
備
品
整
備
事
業

 

１
７
０
万
円

所
管
事
務
調
査
報
告

　
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
よ
り

上
野
敏
夫
委
員
長
が
、「
コ
ン

パ
ク
ト
タ
ウ
ン
を
生
か
し
た
福

祉
」
の
所
管
事
務
調
査
報
告
を

行
い
ま
し
た（
詳
細
９
ペ
ー
ジ
）。

一
般
会
計
等
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
補

正
予
算
は
︑
４
９
４
４
万
円

を
追
加
し
︑
総
額
51
億
３
５

６
５
万
円
と
し
ま
し
た
︒

　

感
染
防
止
に
配
慮
し
て
、
全
道

各
地
か
ら
13
台
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
大
集
合
！
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛

ば
す
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

表紙の写真

過去の議会広報誌や、議事録が見られます。

「沼田町議会」で検索!
 スマートフォンはこちらから➡

町議会のホームページを町議会のホームページを
ご利用くださいご利用ください

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
人
権
擁
護
委
員
の
橋  

英
則

氏
、
長
谷
川
忠
義
氏
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
次
の
方
が

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
•
谷
口  

勲
氏
（
５
町
内
）

　
•
川
合
康
子
氏
（
旭
町
東
）

　請

願
・

陳

情

•
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
の
参
加
・
調
印
・
批
准

を
求
め
る
」

︻
賛
成
７
人
︑
反
対
２
人
︼　

賛
成
意
見

「
核
抑
止
力
論
」
は
、
核
兵
器

を
使
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
考

え
で
あ
り
、
一
旦
核
兵
器
が
使

用
さ
れ
れ
ば
世
界
が
破
滅
し
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
意
見
書
提
出

に
賛
成
す
る
。

反
対
意
見

　
核
兵
器
保
有
国
が
参
加
し
て

お
ら
ず
、
こ
の
条
約
は
実
効
性

に
乏
し
い
。
む
し
ろ
核
拡
散
防

止
条
約
の
方
が
有
効
な
の
で
こ

の
意
見
書
提
出
に
は
反
対
す
る
。

•
「
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
」

︻
全
会
一
致
︼　

繰
くり

越
こし

明
めい

許
きょ

費
ひ

とは？
　繰越明許費とは、年度
内の支出が終わらない事
業について、翌年度に繰
り越して使用できる経費
のことです。
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「キャンパスライスプロジェクト」
ふるさと納税サイト

沼田町寄附者 全国の
大学生
2000名

発送委託

大学を通じて
支援の告知寄附

応募

図解

まちづくりぬまた返礼品発送 支援米贈呈

第
５
回
臨
時
会

 

令
和
３
年
６
月
３
日

◎
議
案

•
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
購
入
契

約
•
ス
コ
ー
レ
ビ
レ
ッ
ジ
屋
根

外
壁
改
修
工
事
請
負
契
約

•
沼
田
中
学
校
屋
根
外
壁
工

事
請
負
契
約

◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

•
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

 
５
０
０
万
円

︻
事
業
概
要
︼　

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大

学
生
活
の
継
続
が
困
難
な
学

生
へ
の
応
援
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
仕
組
み
を
使
い
、

集
ま
っ
た
募
金
を
利
用
し
て

全
国
の
大
学
生
に
抽
選
で
雪

中
米
２
㎏
を
２
千
名
に
贈
る
。

寄
附
者
に
も
返
礼
品
と
し
て

雪
中
米
な
ど
を
送
る
。

第
４
回
臨
時
会

 

令
和
３
年
５
月
２７
日

◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊

急
経
済
対
策
支
援
金

 

２
４
０
万
円

︻
事
業
概
要
︼　

　
北
海
道
の
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
、
営
業
時
間
と
種
類

提
供
時
間
の
短
縮
で
影
響
を

受
け
た
飲
食
店
の
支
援
。
時

短
要
請
に
該
当
し
な
く
て
も
、

外
出
自
粛
で
影
響
を
受
け
た

飲
食
店
を
含
む
。

　
飲
食
店
の
時
短
営
業
や
臨

時
休
業
で
影
響
を
受
け
た
酒

類
販
売
店
も
支
援
。

　
１
軒
10
万
円
×
24
軒
。

今回の定例議会の傍聴者は、12名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしています。 

　今回は途中から見てもわかりやすく、傍聴しやすかった。
関係人口はとても必要だと思います。新しいことをおこな
うのはいいですが、実際に使う人と話し合いをして本当に
使いやすい良いものにしてほしいです。 （30代・女性）

傍聴席の生の声

国の支援に加えて
町も独自に支援し
ています。

ふるさと納税
の仕組みを利
用した寄附の
スタイルは、
これから増え
ていきそうで
すね。
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町
長
町
長
へ
の
へ
の
一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
２
０
１
７
年
10
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
あ
ん
し
ん
セ

ン
タ
ー
は
、
翌
年
12
月
に
木
梁

の
ひ
び
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
。

設
計
施
工
業
者
の
調
査
で
は
、

施
設
の
乾
燥
と
温
湿
度
環
境
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と

報
告
を
受
け
、
原
因
は
雪
の
荷

重
で
は
な
い
こ
と
か
ら
雪
お
ろ

し
の
予
算
計
上
は
さ
れ
な
か
っ

た
。

　
本
年
３
月
に
発
見
さ
れ
た
ひ

び
割
れ
は
、
議
会
と
し
て
も
現

場
で
確
認
し
、
４
月
に
は
建
設

課
か
ら
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。

業
者
に
よ
る
調
査
内
容
で
は
、

 

暮
ら
し
の　

安
心
セ
ン
タ
ー

木
梁
の
ひ
び
割
れ
と
対
策

７
月
中
に
報
告
し
対
策
を
示
し
た
い

問答

原
因
は
積
雪
荷
重
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
構
造
設
計
や
施

工
方
法
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
な

い
た
め
施
工
業
者
及
び
設
計
業

者
の
瑕
疵
に
は
当
た
ら
な
い
と

判
断
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　
来
冬
を
迎
え
る
前
に
し
っ
か

り
と
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

別
の
機
関
で
調
査
を
す
る
こ
と

が
原
因
究
明
と
安
全
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
雪

お
ろ
し
の
予
算
を
検
討
す
る
の

か
聞
き
た
い
。

　

２
０
１
７
年
に
ひ

び
割
れ
た
原
因
は
天

然
木
材
の
集
成
材
で
あ
り
、
ば

ら
つ
き
や
乾
燥
に
よ
る
ヒ
ビ
も

多
少
は
あ
る
も
の
の
使
用
に
問

題
が
無
い
こ
と
を
確
認
さ
れ
、

樹
脂
ア
ン
カ
ー
に
よ
る
修
繕
で

強
固
な
も
の
に
な
っ
た
と
判
断

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

今
年
度
中
に
表
明
で
き
る
よ
う
に
進
め
た
い

問答

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
の
ひ
び
割
れ
は
乾

燥
と
急
激
な
気
温
上
昇
と
積
雪

量
に
よ
り
大
き
な
影
響
が
出
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
屋
根
の
一

部
で
設
計
上
の
積
雪
深
を
超
過

し
て
い
た
期
間
が
あ
っ
た
こ
と

も
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
現
在
、
設
計
施
行
業
者

に
調
査
を
依
頼
し
、
７
月
ま
で

に
は
今
後
の
対
策
を
示
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

管
理
上
の
雪
庇
処
理
で
す
が
、

設
計
基
準
を
超
え
る
積
雪
深
と

な
る
場
合
は
適
切
に
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
調
査
方
法
で

す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
違
う

業
者
に
相
談
し
て
対
応
す
る
こ

と
も
必
要
か
と
考
え
ま
す
。

問
　
国
は
２
０
５
０
年
に
CO2

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
各
自
治
体

で
は
首
長
自
ら
が
宣
言
を
す
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
６
月
４

日
の
時
点
で
は
３
９
９
の
自
治

体
が
表
明
し
て
い
る
。

　
沼
田
町
は
農
村
地
帯
と
し
て

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
可
能
性
が

高
く
、
雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

は
先
行
事
例
が
あ
る
。
沼
田
町

な
ら
で
は
の
脱
炭
素
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
を
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
、

表
明
を
す
る
と
し
た
ら
い
つ
な

の
か
、
ま
た
宣
言
を
前
提
と
し

て
基
本
計
画
の
青
写
真
が
あ
る

の
か
聞
き
た
い
。

　

総
理
大
臣
や
環
境

省
か
ら
は
２
０
５
０

年
に
向
け
て
CO2
ゼ
ロ
に
し
て
い

く
強
い
意
志
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
46
％
の
削

減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、

行
政
以
外
に
も
企
業
や
住
民
、

各
関
係
機
関
の
ご
協
力
が
無
け

れ
ば
実
現
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
沼
田
町
は
地
球
環
境
に
つ

い
て
早
く
か
ら
貢
献
し
、
特
に

ほ
た
る
の
里
づ
く
り
や
雪
氷
冷

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
27

年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

調
査
で
は
太
陽
光
発
電
・
バ
イ

オ
マ
ス
・
雪
氷
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ひび割れが生じた木梁ひび割れが生じた木梁

三
つ
の
可
能
性
が
高
い
と
整
理

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
中
に
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明
で
き
る

準
備
を
進
め
た
い
。

畑地 誉
議員

鵜野 範之
議員

　ゼロカーボンシティとは、再生可　ゼロカーボンシティとは、再生可
能エネルギーによって稼働される都能エネルギーによって稼働される都
市であり、市であり、COCO22排出量がプラスでなく、排出量がプラスでなく、
温室効果ガス排出において地球に害温室効果ガス排出において地球に害
を及ぼさない都市です。を及ぼさない都市です。



5

問
　
公
共
施
設
の
名
前
が
複

雑
で
数
多
く
あ
り
、
町
民

か
ら
わ
か
り
づ
ら
い
と
の
声
を

聞
く
。

　
例
え
ば
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
す
こ
や
か
ホ
ー
ル
を
「
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
南
ホ
ー
ル
」
に

す
る
と
か
、
宿
泊
交
流
セ
ン
タ

ー
夢
未
来
を
、「
宿
泊
棟
」
に

す
る
な
ど
し
て
、
町
民
が
す
ぐ

に
わ
か
る
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な

名
前
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
会
議
の
案
内
文
書
も
各
課
で

統
一
し
て
町
内
外
の
人
に
わ
か

り
や
す
い
、
町
民
の
方
を
向
い

た
名
称
に
す
べ
き
と
思
う
。

　

公
文
書
で
す
の
で
、

例
え
ば
「
ゆ
め
っ
く

る
」
や
「
ふ
れ
あ
い
」
だ
け
で

は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、「
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
よ
う
に
、

正
式
名
称
に
通
称
も
交
え
て
対

応
す
る
こ
と
で
考
え
た
い
。

問
　
沼
田
町
に
あ
る
観
光
資

源
を
使
っ
て
関
係
人
口
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
。
高
穂
ス
キ
ー
場

計
画
は
設
計
費
を
入
れ
て
５
億

円
の
大
事
業
で
あ
り
、
集
客
や

関
係
人
口
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。
　

　
そ
の
中
で
ス
キ
ー
合
宿
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
リ

フ
ト
券
と
ス
キ
ー
学
校
の
パ
ッ

ク
商
品
を
設
定
す
る
な
ど
、
ア

イ
デ
ア
を
蓄
積
し
て
か
ら
実
施

設
計
に
入
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
設
置
責
任
者
と
し
て
、
町
長

は
実
施
設
計
に
至
る
説
明
を
き

ち
ん
と
受
け
て
い
た
の
か
、
関

係
人
口
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
教

育
委
員
会
に
指
示
し
て
い
た
の

か
、
職
員
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
く
の
か
。

　
教
育
長
の
報
告
か
ら
も
関
係

人
口
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
実
施
設

計
に
入
っ
て
賑
わ
い
の
あ
る
ス

キ
ー
場
に
な
る
の
か
。

　

ス
キ
ー
場
施
設
が

老
朽
化
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
本
町
は
「
ス
ポ
ー

ツ
の
町
宣
言
」
を
し
て
お
り
、

優
秀
な
ス
キ
ー
学
校
も
あ
る
た

め
整
備
開
始
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
を
活
か
す
仕
掛
け

が
不
足
し
て
い
た
こ
と
は
反
省

し
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て「
食
」

は
重
視
す
べ
き
で
、
食
堂
で
の

地
元
食
材
の
提
供
な
ど
ア
イ
デ

ア
を
指
示
し
、
こ
の
町
に
来
た

人
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
を
造
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

　

厳
し
い
ご
指
摘
を
い
た

だ
い
た
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
関
係
人
口
に
つ
い

て
の
連
携
が
不
足
し
て
い

ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
の
関
係
人
口

を
ど
う
や
っ
て
増
や
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、

産
業
創
出
課
と
も
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

交
流
人
口
か
ら
関
係
人

口
に
つ
な
げ
る
可
能
性
は
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

政
策
的
な
部
分
を
含
め
て

連
携
を
進
め
ま
す
。

高田 勲
議員

上
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
沼
田
町
の
産
業
を
発
展
さ
せ
人
口
増
に
つ
な
げ
て
は

答	

新
た
に
活
動
す
る
方
を
迎
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る

町
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
名
称
に

提
案
を
受
け
通
称
も
交
え
て
考
え
て
み
た
い

問答

上野 敏夫
議員

一つの建物にいくつもの名称が一つの建物にいくつもの名称が

沼
田
町
が
誇
る
ス
キ
ー
学
校
と
、

沼
田
町
が
誇
る
ス
キ
ー
学
校
と
、

右
肩
上
が
り
の
利
用
者
増
を
示
す
グ
ラ
フ

右
肩
上
が
り
の
利
用
者
増
を
示
す
グ
ラ
フ

高
穂
ス
キ
ー
場
の
再
整
備
計
画
は
こ
れ
で　

い
い
の
か

関
係
人
口
創
出
に
向
け
担
当
課
と
連
携
を
進
め
る

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
取
り
組
む
よ
う
指
示
す
る

問教
育
長
答

町
長
答

42856
人

2018
年

46096
人

2019
年

57287
人

2020
年
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除
雪
組
合
で
除
雪
の
空
白
地
帯
を
作
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
含
め
総
合
的
に
判
断
し
た
い

問答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
支
援
は

問
題
点
の
解
決
と
、踏
み
出
せ
る
環
境
を
支
援
し
た
い

問答

問
　
沼
田
町
は
雪
の
町
で
あ

り
、
雪
の
問
題
で
の
悩
み

も
多
い
。

　
よ
り
き
め
細
や
か
な
除
雪
に

よ
り
、
町
外
へ
の
人
口
流
出
を

抑
え
る
に
は
、
オ
ー
ル
沼
田
型

の
除
雪
組
合
が
効
果
的
だ
と
考

え
る
。

　
一
つ
目
に
、
除
雪
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
役
場
や
民
間
業
者
、

融
雪
溝
の
管
理
運
営
協
議
会
や

自
治
振
興
協
議
会
な
ど
が
同
じ

テ
ー
ブ
ル
で
議
論
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
二
つ
目
に
、
除
雪
車
に
つ
い

て
い
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
有
効
的

に
使
用
す
る
な
ど
、
開
発
局
や

土
木
現
業
所
と
除
雪
の
状
況
を

共
有
し
、
町
民
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

　
三
つ
目
に
、
空
き
地
を
利
用

し
、
町
民
や
業
者
が
町
内
会
ご

と
に
雪
を
堆
積
し
、
定
期
的
に

町
が
排
雪
す
る
仕
組
み
は
出
来

な
い
か
聞
き
た
い
。

　

除
雪
組
合
の
設
立

は
、
今
後
の
人
口
減

少
や
高
齢
化
、
除
雪
事
業
の
担

い
手
不
足
を
考
慮
す
る
と
対
応

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
創
造
懇
談
会
で
も
、

除
雪
業
者
の
マ
ナ
ー
の
改
善
や

空
き
地
の
雪
捨
て
場
利
用
を
意

見
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
会
や
雪
捨
て
場
の
状
況
は

関
係
者
の
意
見
を
整
理
し
、
町

民
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　

置
き
雪
対
策
の
必
要
性
も
感

じ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
状
況

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

は
、
新
た
な
発
想
で
町
に

刺
激
と
活
性
化
を
も
た
ら
す
欠

か
せ
な
い
人
材
で
あ
り
、
卒
隊

後
も
住
み
つ
づ
け
る
た
め
の
町

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
協
力
隊
員
の
大
半
が
過
疎
地

域
で
の
起
業
は
初
め
て
の
中
、

事
業
を
安
定
さ
せ
生
活
に
結
び

つ
け
る
こ
と
は
、
簡
単
で
は
な

い
と
考
え
る
。
町
と
し
て
事
業

の
成
功
率
を
上
げ
る
た
め
の
支

援
は
十
分
な
の
か
聞
き
た
い
。

　
二
つ
目
に
、
協
力
隊
員
は
活

動
内
容
に
よ
り
、
各
担
当
課
に

所
属
し
て
い
る
が
、
職
員
と
協

力
隊
員
の
意
欲
や
関
心
に
成
果

が
左
右
さ
れ
る
。
計
画
を
評
価

分
析
し
て
、
現
実
的
か
つ
具
体

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
体
制

作
り
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
三
つ
目
に
、
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
は
、
本
町
に
と
っ
て
将
来

的
に
も
継
続
し
て
必
要
で
あ
る
。

地
域
と
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ

れ
た
協
力
隊
員
が
、
技
術
と
経

験
を
継
続
し
て
発
揮
で
き
る
環

境
の
支
援
は
で
き
な
い
か
聞
き

た
い
。

　

協
力
隊
員
へ
の
支

援
は
、
起
業
す
る
場

合
に
１
０
０
万
円
の
補
助
金
を

準
備
し
て
お
り
、
卒
隊
後
の
起

業
あ
る
い
は
進
路
に
対
し
、
専

門
的
な
視
点
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
す

る
体
制
を
専
門
業
者
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、

全
体
で
の
交
流
会
の
開
催
や
定

住
支
援
員
と
担
当
課
が
隊
員
に

寄
り
添
っ
て
意
見
交
換
し
て
い

ま
す
。
隊
員
の
悩
み
の
解
決
を

始
め
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
体

制
を
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
関
し
て
は
、

農
業
被
害
の
軽
減
、
住
民
の
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
重
要
な
活
動
で
あ
り
、

協
力
隊
員
の
任
期
終
了
後
も
本

町
で
活
動
で
き
る
支
援
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

で
不
公
平
感
が
生
じ
る
恐
れ
も

想
定
さ
れ
る
の
で
慎
重
に
協
議

し
ま
す
。

　

除
雪
車
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
他
町
の
利
用
状
況
を

調
査
し
、
有
効
に
費
用
対
効
果

を
生
む
こ
と
が
判
断
で
き
る
も

の
で
あ
れ
ば
国
に
要
請
し
て
い

き
ま
す
。

　

空
き
地
に
関
す
る
排
雪
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
町
有
地

の
空
き
地
を
有
効
に
活
用
す
る

雪
捨
て
場
の
利
用
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

久保 元宏
議員

伊藤 淳
議員

除雪ブレードのシャッター除雪ブレードのシャッター

地域おこしに奮闘中地域おこしに奮闘中
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公
共
施
設
に
換
気
型
冷
房
の
導
入
を

調
査
し
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る

問答

生
活
困
窮
者
の
移
住
対
策
を

情
報
を
発
信
し
移
住
者
を
迎
え
た
い

問答

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
の

換
気
対
策
と
し
て
、
公
共

施
設
に
網
戸
の
設
置
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
換
気
対
策
と

し
て
は
有
効
だ
が
、
今
後
さ
ら

に
加
速
す
る
温
暖
化
の
中
で
、

熱
中
症
対
策
と
し
て

は
不
十
分
だ
。

　
役
場
の
業
務
環
境
、

学
校
の
学
習
環
境
、

化
石
体
験
館
の
展
示

環
境
の
改
善
を
考
え

た
場
合
、
換
気
型
の

冷
房
を
導
入
す
る
の

が
最
適
と
考
え
る
。

従
来
型
の
エ
ア
コ
ン
は
空
間
を

密
閉
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

技
術
改
良
に
よ
っ
て
換
気
と
冷

房
を
同
時
に
行
え
る
機
器
が
開

発
さ
れ
、
小
学
校
の
よ
う
な
開

放
型
の
空
間
で
も
効
果
を
発
揮

で
き
る
と
考
え
る
。

　
町
長
は
、
施
設
の
夏
場
の
室

内
環
境
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
換
気
型
冷

房
に
つ
い
て
情
報
収
集
や
導
入

検
討
の
準
備
は
し
て
い
る
か
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

職
を
失
い
生
活
が
追
い
詰
め
ら

れ
る
人
が
増
え
て
い
る
。
特
別

貸
し
付
け
や
新
た
な
困
窮
者
支

援
策
も
始
ま
る
が
、
困
窮
を
一

時
的
に
し
の
ぐ
こ
と
は
で
き
て

も
、
生
活
再
建
で
き
た
家
庭
は

ほ
と
ん
ど
無
い
。

　
今
は
普
通
に
生
活
し
て
い
る

人
が
失
職
し
て
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
。
働
く
意
欲
は
あ
る

の
だ
か
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

前
で
の
声
か
け
や
、
貸
付
の
窓

口
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
の

広
域
連
携
を
使
う
な
ど
し
て
沼

田
町
へ
の
移
住
を
促
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
。
横
の
連
携
と
は
、

沼
田
町
だ
け
で
は
な
く
て
北
空

知
全
体
の
人
口
を
増
や
す
こ
と

に
も
な
る
。

　
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

生
活
困
窮
者
の
移

住
対
策
と
し
て
、
関

係
課
で
協
議
を
し
、
昨
年
周
知

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
際

に
移
住
に
向
け
て
調
整
し
て
い

た
例
も
あ
り
ま
す
が
、
事
情
に

よ
り
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
担
当
課

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

移
住
相
談
会
的
な
も
の
も
実
施

す
る
た
め
に
、
調
整
を
進
め
て

い
ま
す
。
我
が
町
の
魅
力
を
発

信
し
な
が

ら
、
１
人

で
も
多
く

の
移
住
者

を
迎
え
ら

れ
る
よ
う

取
り
組
ん

で
い
き
ま

す
。

大沼 恒雄
議員

　

環
境
省
が
定
め
る

室
温
基
準
は
28
℃
で

す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
小
学
校

で
は
29
℃
に
な
る
と
き
も
あ
り
、

対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
換

気
型
冷
房
も
候
補
と
し
て
考
え

ま
す
が
、
建
物
の
構
造
上
ど
の

程
度
有
効
な
の
か
、
ま
た
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
も
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

化
石
体
験
館
も
、
町
外
か
ら

多
く
の
方
に
快
適
な
環
境
で
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ

ま
で
導
入
し
た
も
の
も
活
用
し

な
が
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
が
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

篠原 暁
議員

篠
原
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
安
心
セ
ン
タ
ー
に
新
た
な
雪
下
ろ
し
の
基
準
が
必
要
で
は

答	︻
町
長
︼調
査
報
告
を
待
っ
て
検
討
す
る

問
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
期
の
文
化
財
普
及
戦
略
は

答	︻
教
育
長
︼道
の
事
業
と
連
携
し
て
情
報
発
信
に
取
り
組
む

網
戸
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
猛
暑

網
戸
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
猛
暑

コロナ禍で生活に困っている方にコロナ禍で生活に困っている方に
沼田町への移住をすすめるチラシ沼田町への移住をすすめるチラシ
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教
育
長

教
育
長
へ
の
へ
の
一
般
質
問

一
般
質
問

長野 時敏
議員

沼
田
の
教
育
と
働
き
方
改
革
の
両
立
を

学
校
の
実
態
を
把
握
し
対
応
す
る

問答問
　
沼
田
町
一
貫
・
連
携
教

育
第
３
期
と
同
時
期
、
文

部
科
学
省
か
ら
「
学
校
の
働
き

方
改
革
の
実
現
」
が
示
さ
れ
た
。

　
先
生
の
忙
し
さ
を
解
消
し
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ

た
。
先
生
の
業
務
は
、「
教
材

研
究
と
学
級
事
務
で
あ
る
」
と

い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
次
の

よ
う
に
改
革
し
て
は
ど
う
か
。

　
一
点
目
に
校
内
L 

A 

N
で
事

前
周
知
し
、
会
議
15
分
、
研
修

30
分
な
ど
効
率
化
を
。
全
員
で

い
る
場
面
を
減
ら
し
、
自
分
で

使
え
る
時
間
を
確
保
し
、
子
ど

も
と
向
か
い
合
う
時
間
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

　
二
点
目
に
留
守
番
電
話
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
時
間
外
は
繋
げ
な

い
シ
ス
テ
ム
導
入
を
。
緊
急
時

の
み
メ
ー
ル
対
応
す
る
。
学
校

閉
庁
日
は
、
教
頭
に
繋
が
る
仕

組
み
は
ど
う
か
。

　
三
点
目
に
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
よ
る
消
毒
ス
タ
ッ

フ
及
び
消
毒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

配
置
を
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
放

課
後
の
消
毒
作
業
が
、
先
生
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
軽

減
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
四
点
目
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
（
以
下
C 

S
）
に
よ
る

働
き
方
改
革
を
手
助
け
す
る
仕

組
み
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
一
貫
・
連
携
教
育
と
、
志
高

く
能
力
の
あ
る
先
生
方
の
働
き

方
改
革
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ

せ
る
の
か
を
問
う
。

教
育
長

　

小
・
中
と
も
に
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
、
徐
々

に
進
ん
で
い
ま
す
。
教
員
の
扱

い
方
に
個
人
差
が
あ
る
の

で
指
導
し
て
行
き
ま
す
。

　

留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
休
日
は
教

育
委
員
会
に
繋
が
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
学
校
の
実
態

を
把
握
し
つ
つ
検
討
し
て

行
き
ま
す
。　

　

消
毒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
に
つ
い
て
は
、
人
流
に

よ
る
感
染
リ
ス
ク
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
十
分
注
意
を

し
、
制
度
の
確
認
も
含
め
、

検
討
し
て
行
き
ま
す
。

　

Ｃ
Ｓ
は
、
働
き
方
改
革

の
た
め
に
と
い
う
よ
り
も
、

学
校
が
こ
う
し
て
ほ
し
い

と
い
う
時
の
応
援
団
の
ス

タ
ン
ス
で
考
え
て
い
ま
す
。

学校応援団として動き出したCS学校応援団として動き出したCS

一般質問のその後を追う
シリーズ検証
第第５５弾弾

　議員が定例会ごとに行う一般質問は、その後どうなったのか。シリーズ
第５弾は令和２年３月の定例会における横山町長への高田議員の質問です。

質問する高田議員質問する高田議員

★その後の対応
　旭寿園は令和２年度の実績ベースで、
平均入居者が68.8人（定員80人）、一
般会計からの繰入金が6,140万円とな
りました。
　現在、町では「施設・通所・在宅」
の介護体制が将来どうあるべきか、職
員によるプロジェクトチームで検討が
進められています。

　　介護施設の再編成が必要ではないのか
 高田　勲
　旭寿園では入居者の定員割れが慢性的に続い
ており、一般会計からの繰り入れによる赤字補
填が増大しています。「和風園・なごみ」を含
めて、施設の再編成が必要ではないのか。

　　 入居定員の見直しを含めて、施設再編成は
必要と考えている。

問

答
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本
委
員
会
で
は
、「
暮

ら
し
の
安
心
セ
ン
タ
ー
」

周
辺
に
高
齢
者
住
宅
や
広

場
等
の
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
歩

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
今
後
の
展
開
を
議

論
し
、
検
討
し
た
。

　

高
齢
者
の
健
康
寿
命
維

持
と
孤
立
防
止
に
は
、
交

流
や
外
出
に
よ
る
心
身
へ

の
適
切
な
刺
激
が
効
果
的

で
あ
り
、
外
出
や
会
話
の

頻
度
を
高
め
、
幸
福
を
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
に
以
下
の
意
見

を
付
し
て
調
査
報
告
と
す

る
。

産業福祉常任委員会 所管事務調査報告

今後の所管事務調査報告事項

（1）旭町と暮らしの安心センターをつなぐ遊歩道の整備
　歩いて暮らせる環境を推進するため、医療福祉の複合施設である暮らしの安心センターと旭町
にある高齢者住宅や福祉施設をつなぐ遊歩道の整備を行い、互いの住民との交流やクリニックへ
の通院などを促すことが重要と考える。また、遊歩道は線路も含めて、車椅子でも気軽に外出で
きるようバリアフリー化への配慮も必要である。

（2）広場の活用
　広場の整備は、再会の塔や四季を通じた樹木や花の植栽などのランドマークを生かし、癒やし
と健康を意識した多世代の町民が行きたくなる本町を代表する日常の憩いの場として計画するべ
きと考える。
　また、年齢や障害の有無を超えた交流の促進を図る場として、ユニバーサルスポーツや屋外イ
ベントでの活用も有効と考える。
　「なかみち」は、歩行者や車椅子に負荷のない材質を選択し、周辺環境と調和した散策路とす
ることが必要である。

（3）住民参加とボランティア組織
　高齢者が地域活動や行事に参加することにより外出機会が増え、生きがいを持った生活が送れ
るよう、広場の清掃や花壇の管理、行事への運営協力などが効果的と考える。そのためには、社
会福祉協議会が運営する高齢者就労支援事業をスキルとニーズをマッチングさせる組織として、
発展的に改編すべきである。
　一方で積極的に参加できない高齢者への対応も必要であり、社会福祉協議会との連携や新たに
ボランティアセンターを立ち上げ、機関の充実を図り参加調整を管理する組織が必要と考える。

産業福祉常任委員会「地元加工品の開発と販売の促進」

総務民教建設常任委員会「まちの魅力発信」

「コンパクトタウンを活かした福祉」調査目的調査目的
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「
議
会
広
報
」

「
議
会
広
報
」

２
０
２
１
年
８
月
5
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　地域おこし協力隊としての活動も残り４ヵ月を切り、
沼田町で定住するための準備を進めています。協力隊
と一口にいっても様々な活動がありますが、私たち夫
婦は「沼田町にあるもの活かして生計を立てること」
が当初からの目標でした。来たばかりの頃はどうやっ
て収入を得るのかは全くの白紙でしたが、その後「自
伐型林業」と出会い、これを生計基盤とすべく、林業
の技術を習得したり、林産物を商品化したりと試行錯
誤を重ねてきました。
　地域おこしという面で自伐型林業には様々な可能性
があります。軽トラックとチェンソーで始められるの
で少ない初期投資で参入でき、町内の森林資源をうま
く活用すれば、何組もの家族が生計を立てていくこと
も十分可能です。また林道を山の中に張り巡らせて細
やかに管理し、森を健全な状態に保つので、土砂災害
防止やカーボンニュートラルなどの環境保全の分野で
も貢献できます。でも何よりも自伐型林業の魅力は林
道の美しさです。今後は、私たちのつくった林道で、
マウンテンバイクやキノコ狩りなどを多くの人に楽し
んでもらいたいです。是非、山にお越し下さい。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

地域おこしと
自伐型林業

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏
　
篠
原
　
暁

上
野
敏
夫
　
畑
地
　
誉

伊
藤
　
淳

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
蔓
延
の
発
生
か
ら
一

年
が
過
ぎ
、
経
済
の
停
滞
、

活
動
の
自
粛
な
ど
住
民
生
活

へ
の
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

外
食
産
業
の
営
業
自
粛
や

米
の
消
費
低
迷
か
ら
、
本
町

の
農
業
の
根
幹
を
な
す
米
価

の
下
落
も
懸
念
さ
れ
、
農
家

経
済
へ
の
打
撃
も
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

全
国
で
の
米
在
庫
の
大
幅

増
の
解
消
に
は
数
年
か
か
る

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
実
施
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
よ
り
街
の
活
気

と
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
、

家
庭
や
飲
食
店
、
旅
行
先
な

ど
で
米
を
は
じ
め
多
く
の
農

畜
産
物
を
味
わ
え
る
時
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊 寺
てら

木
き

佳
か

奈
な

里山の魅力と林道の美しさ里山の魅力と林道の美しさ

　

令
和
２
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
第
３
回
定
例
会
の
一
般
会
計

補
正
予
算
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
シ
ス
テ
ム
と
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
予

算
が
可
決
さ
れ
、
本
年
４
月
よ

り
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
　
　

使
用
し
た
議
会
が

　
　
始
ま
り
ま
し
た

タブレットを使用し中継カメラの前でタブレットを使用し中継カメラの前で
一般質問する久保議員一般質問する久保議員

町長はじめ説明員もタブレットを使用町長はじめ説明員もタブレットを使用

　

紙
資
源
な
ど
の
環
境
に
配
慮

す
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍

や
災
害
時
の
リ
モ
ー
ト
会
議
で

の
使
用
や
定
例
会
を
始
め
と
し

た
常
任
委
員
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
議
会
活
動
で
利
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

情
報
共
有
と
発
信
を
強
化
し
、

町
民
と
の
懇
談
に
お
い
て
も
議

論
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
積
極

的
に
議
会
活
動
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。


